


たちのタロットの旅は「愚者」か
ら始まる。だが、これは現代のタ

社会通念や分別に
とらわれない純粋な存在

僕

0
愚者 /  The fool

1480–1500頃　イタリア／ミラノ
モルガン・ライブラリー・アンド・ミュー
ジアム蔵（ニューヨーク）

Visconti‒Sforza Tarot

現存する最古の札のひとつ。ぼ
ろをまとい、頭に愚かさの象徴
である羽をつける。喉の腫れは
甲状腺腫瘍を示すものだろうか。
睾丸にも見えるこの描写は他の
デッキにも見ることができる滑
稽な性的な描写の暗喩かもしれ
ない。次頁のジョットの「愚鈍」
の寓意と比較せよ。

に出入りしつつ日常の秩序を反転させる
道化―そうあのシェイクスピアが愛し
た存在だ―そして精神を病んだもの、家
なき物乞いといった姿をとってきた。い
ずれも通常の社会通念から見れば否定的
な価値しか与えられない存在だろう。し
かし、近代に入り、とりわけ19世紀末以
降、この「愚者」は大いなる変容を遂げ
る。この「愚かさ」は人間の小さな分別
知ではとらえきれない純粋な存在を示す
とイメージされるようになったのだ。み
すぼらしい老人の姿からついには神的な
子どもにまで―。考えてみれば真実は
世間の常識という小賢しさを脱がなけれ
ば見えない。愚かさと真の英智、童と翁
は容易に入れ替わる。タロットの象徴の
奥深さはこのように見かけの二元性を
軽々と超えるところにある。
　「愚者」の不敵な笑みは僕たちの見かけ
の賢さのペルソナを見透かしている。

ロットの通例に従ったものにすぎない。タ
ロットの「愚者」は正確には他の切札（絵
札）とはちょっとステイタスを異にして
いて、同列に扱うことはできないものだ
った。22枚の「大アルカナ」の中で唯一、
番号が与えられていなかったのだ。元来
タロットはゲーム用のカードであり、そ
の遊戯においては切札には「強さ」のラ
ンクが定められていた。今では「愚者」
は「大アルカナ」として他の札と同列に
扱われているが、もともとは「愚者」は
この切札には属しておらずより自由な扱
いを受けていたのだ。
　この無番号、無所属という状態そのも
のが「愚者」のイメージを端的に表して
いるような気がしないだろうか。
　時代や地域によってこの「愚者」の顔
はさまざまだ。ぼろをまとい、痴呆のし
るしである羽を頭につけた「愚者」、宮廷

ヴィスコンティ・スフォルザ版
〈愚者〉

08 09

1475–1500頃　フランス
フランス国立図書館蔵（パリ）

Charles VI Tarot

1465頃　イタリア　
大英博物館蔵（ロンドン）

Tarocchi Cards of Mantegna

1490頃　イタリア　
ブレラ美術館蔵（ミラノ）

Sola Busca Tarot

誤って「シャルル6世のタロッ
ト」とされたが実際には15世紀
以降の作。道化の持ち物である
ロバ耳の帽子をかぶり、巨大な
首飾りをもてあそぶ「愚者」。子
どもたちは彼に石を拾って投げ
つけているようだ。

通例のタロットではないが類似の図像
として参考になる。人間界の最低の地
位とみなされた「物乞い」の姿。頬杖
をつき痩せた犬を伴ったこの描写は「メ
ランコリー」（憂鬱）の寓意と見ること
もできそうだ。

バグパイプのような楽器を吹く「愚者」。
「fool」の語源は「空袋、ふいご」を表す
ラテン語だという。それは「空の頭」で
もあるがそこには何にも染まらない自由
な風が吹き出すのかもしれない。

シャルル6世のタロット
〈愚者〉マンテーニャのタロット

〈物乞い〉

ソーラ・ブスカ・タロット
〈愚者〉
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1860年代頃　フランス／マルセイユ　夢然堂蔵
Tarot of Marsei l les by Nicolas Conver

19世紀末　フランス／マルセイユ　夢然堂蔵
Tarot of Marsei l les by Nicolas Conver

ルヴァン家の事業を承継したカモワン家は1880年
代に製造工程の合理化を図り、コンヴェル版の彩
色にも変更を加え色数を減らしたバージョンを作
成した。マルセイユの地で製造された本当の意味
での「マルセイユのタロット」としては最後のも
のとされており、グリモー社製ではこのデッキの
彩色パターンが参考にされている。当展示品はコ
インのエース札に見られる税印から1890年以降の
製品であることがわかる。

1889年、パピュスの著書『漂泊民のタロット』で
図版に使用されそのお墨付きを得て以降、「マルセ
イユのタロット」の代名詞として最も威ある地位
を与えられてきたのが「ニコラ・コンヴェル版」
である。掲載図版はおそらく1860年代あたりの製
品で、コンヴェルの使用していた版木を受け継い
でいた後継業者ルヴァンによるものと思われる。ス
テンシル（型紙）で彩色がなされており、のちの
バージョン（カモワン）より色数が多い。

ルヴァンのニコラ・コンヴェル版〈愚者〉 カモワンのニコラ・コンヴェル版〈愚者〉

マルセイユ版タロットの世界
文・夢然堂

ルセイユ版」とは簡単に言う
と、17世紀頃のフランスで完マ「 められた皮肉を勘ぐりたくもなる。聖

書の詩篇にある、「神を信じぬ者」と
しての罰当たりな愚者も想起される。
しかしまた同時に、聖フランチェス
コのような「神の道化」（この札の名
は道化も意味する）となる可能性を秘
めた、無垢で一種崇高な存在という
捉え方も可能であろう。
　掲載の図版4種においては、コン
ヴェル版が最もスタンダードな「マ
ルセイユ版」のデザインであり、ミ
ュラー版もそれに準ずる。足元の犬
らしき動物は「愚者」の連れ合いと
も見えるし、よそ者の彼を追い立て
る様子とも取れる。一方、ブザンソ
ン版では猫が脚に齧りついている。ヴ
ィアッソーネ版では下半身が描かれ
ず動物の姿もないが、代わりに彼を
誘うように蝶が眼前を飛んでいる。ピ
エモンテ版に至って初めて現れた特
徴である。

成を見た木版タロットと、その様式
を採用した諸デッキの総称である。
その切札全22枚の中で「愚者」は唯
一、通し番号を与えられないという
特殊な地位にある。その原語名は文
字通り「頭のおかしな者」の意なの
であるが、併せて「熱中した、興奮
に我を忘れた」といった意味も持っ
ている。実は長らく謎であった「タ
ロット」という名称の語源にも、こ
うした意味があったらしいという説
が最近出ている。
　タロット本来の用途はギャンブル
的ゲームであり、手にした者たちに
とってこの愚者札こそが、自己投影
の対象であったのかもしれない。西
洋の美徳概念の基本たる四元徳のう
ち「深慮」だけが切札から姿を消し
ていることも踏まえれば、そこに籠
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19世紀末　フランス／マルセイユ　夢然堂蔵
Tarot of Marsei l les by Nicolas Conver
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代に製造工程の合理化を図り、コンヴェル版の彩
色にも変更を加え色数を減らしたバージョンを作
成した。マルセイユの地で製造された本当の意味
での「マルセイユのタロット」としては最後のも
のとされており、グリモー社製ではこのデッキの
彩色パターンが参考にされている。当展示品はコ
インのエース札に見られる税印から1890年以降の
製品であることがわかる。

1889年、パピュスの著書『漂泊民のタロット』で
図版に使用されそのお墨付きを得て以降、「マルセ
イユのタロット」の代名詞として最も威ある地位
を与えられてきたのが「ニコラ・コンヴェル版」
である。掲載図版はおそらく1860年代あたりの製
品で、コンヴェルの使用していた版木を受け継い
でいた後継業者ルヴァンによるものと思われる。ス
テンシル（型紙）で彩色がなされており、のちの
バージョン（カモワン）より色数が多い。
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書の詩篇にある、「神を信じぬ者」と
しての罰当たりな愚者も想起される。
しかしまた同時に、聖フランチェス
コのような「神の道化」（この札の名
は道化も意味する）となる可能性を秘
めた、無垢で一種崇高な存在という
捉え方も可能であろう。
　掲載の図版4種においては、コン
ヴェル版が最もスタンダードな「マ
ルセイユ版」のデザインであり、ミ
ュラー版もそれに準ずる。足元の犬
らしき動物は「愚者」の連れ合いと
も見えるし、よそ者の彼を追い立て
る様子とも取れる。一方、ブザンソ
ン版では猫が脚に齧りついている。ヴ
ィアッソーネ版では下半身が描かれ
ず動物の姿もないが、代わりに彼を
誘うように蝶が眼前を飛んでいる。ピ
エモンテ版に至って初めて現れた特
徴である。

成を見た木版タロットと、その様式
を採用した諸デッキの総称である。
その切札全22枚の中で「愚者」は唯
一、通し番号を与えられないという
特殊な地位にある。その原語名は文
字通り「頭のおかしな者」の意なの
であるが、併せて「熱中した、興奮
に我を忘れた」といった意味も持っ
ている。実は長らく謎であった「タ
ロット」という名称の語源にも、こ
うした意味があったらしいという説
が最近出ている。
　タロット本来の用途はギャンブル
的ゲームであり、手にした者たちに
とってこの愚者札こそが、自己投影
の対象であったのかもしれない。西
洋の美徳概念の基本たる四元徳のう
ち「深慮」だけが切札から姿を消し
ていることも踏まえれば、そこに籠
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ヤン・マテイコ
《スタンチク》

アンドレ・ドラン
《アルルカンとピエロ》

1862　油彩／カンヴァス　88×120㎝　
ワルシャワ国立美術館

1924　油彩／カンヴァス　175×198㎝
オランジュリー美術館蔵（パリ）

―自由な言動に垣間見られる
　　道化師たちの生きざま

 近現代絵画に見る

愚者
 文・千田歌秋

　古くは愚行の寓意として、現在では
自由な魂の象徴として描かれる愚者。
それは、愚かな役を演じて人々から嘲
笑されることで、王の前ですら自由な
言動が許された、道化師の姿と重なる。
　16世紀ポーランドの宮廷道化師で、
その発言が国政をも左右するほどの影
響力を持ったスタンチクは、自由な精

神を持つ野心的な道化師の典型である。
マテイコは、祖国の危機を知って思い
悩む彼を、英雄のような姿で活写した。
　一方ドランは、エンターティナーと
しての道化たちの姿をユーモラスに描
いた。弦のない楽器を弾いて踊る2人
に哀愁が漂うのは、宮廷に守られるこ
とのない職業道化師の宿命だろうか。
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